
1.研究目的

　今後２０年の間に７０％の確立で発生すると言

われている首都直下地震は関東大震災クラス（マ

グニチュード８）の大きさで阪神淡路大震災の約

１４倍の被害が予想されている。

　阪神淡路大震災では、病院の処置室が足りず限

られた人しか処置を受けられなかった。そこで、

今後発生する大震災に備え、けが人の応急処置を

行えるスペースのデザインを提案する。

2.調査と分析

　阪神淡路大震災の事例を調べたところ、震災当

日から被災者は日に日に増えていき、被災から１

週間に扱った患者数は病院で５万人、診療所では

１０万３千人を超えていた事が分かった。この膨

大な患者数の中には、処置室が間に合わず廊下や

予備室での縫合、処置、を行う患者もいた事が分

かった。さらに、多くの医療機関が半壊や半焼の

被害に合い、医療機器は壊れ、薬剤は散乱してし

まい診療不能の状態であった事も分かった。

3.コンセプトの立案

・簡易に組み立てられ且つ効率良くけが人の処置

が行えるスペースとする。

・日が経つに連れて増える患者に対応する為に増

設可能なものとする。

・医療品を含め、ブースをセットで保管・収納で

きるものとする。

4.デザイン展開

・二つ折りのパーテーションを三枚立てる事で簡

易に１ブースを造る事が出来る。

・効率良く処置を行うため医師が処置室を自由に

行き来出来るスペースの配置を提案した。ハニカ

ムの六角形を配置に利用することで中央に医師の

スペースが出来、その周りに六つの処置室を配置

することが出来る。さらに、処置室に番号を付け

る事で患者の病状次第で隔離をすることも可能に

なる。

・パーテーションを利用する事で必要に応じて増

設が出来る。素材はＡフルート（４５ｍｍ）の両

面ダンボールを使用する。ダンボールを使用する

もう一つの理由として、必要に応じて加工が出来

るというメリットがある。

・空間一つを製作する為のパーテーションや医療

機器、薬剤等を一つにまとめて、避難所の備蓄倉

庫に置いておく事で医療品の破損がなくなる上、

迅速なスペースの開設と処置が出来るようにな

る。処置に必要になる椅子は医療品を梱包してい

るパッケージを組み立てる事で椅子として使用す

る事が出来る。さらに、ベッドは椅子を８個並べ

る事で造ることが出来る。

5.完成図

6.結論

　医師に意見を聞いたところ、日に日に増える患

者に対して、増設可能な構造と必要に応じて加工

が出来るダンボールを使用しているところが良い

とコメントを頂けることが出来た。現在この様な

簡易処置ブースは存在しない。よって、この災害

時避難所用処置ブースがあれば多くのけが人を処

置出来るようになる。今後考慮すべき点として、

避難所に限定するのではなく屋外で使えるように

考えなければならない。
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